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図１　土井ヶ浜整備事業における施設及び事業用地位置図

図２　土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムアクセス図
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③休息所ほねやすめ
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⑤公衆便所
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⑨埋蔵文化財調査室（旧豊北トクセン）

⑩埋蔵文化財調査室倉庫

国史跡「土井ヶ浜遺跡」
土井ヶ浜整備事業用地
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館　　　　　　　　　 名

所　　　　在　　　　地

下関市立歴史博物館

長府川端二丁目

下関市立考古博物館

大字綾羅木

下関市安岡考古資料室

大字安岡

川棚公民館倉庫

豊浦町大字川棚

埋蔵文化財収蔵庫（高野倉庫）

豊浦町大字川棚

民俗資料収蔵庫

菊川町大字下岡枝

菊川図書館内郷土資料室

菊川町大字下岡枝

豊田文化財資料室

豊田町大字矢田

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム

豊北町大字神田上

埋蔵文化財調査室（旧豊北トクセン）

豊北町大字神田上

資料収蔵室（旧豊北第二中学校）

豊北町大字神田上

下関市立豊北歴史民俗資料館

豊北町大字滝部

下関市烏山民俗資料館

豊浦町大字川棚

旧田耕小学校

豊北町大字田耕

考古

考古

県指定文化財建造物（旧滝部小学校）を
資料館とする。豊北地域の先人顕彰や
歴史文化,教育等に関する展示をはじ
め、民俗資料のテーマ展示、学習交流
及び学習支援施設として活動を行ってい
る。

豊浦地域を中心として生活文化に関す
る資料収集、調査研究・展示活動を行っ
ている。また重本コレクション（工芸資
料）を活用した展示活動をあわせて行
う。資料収蔵室（旧豊北第二中学校）を
収蔵庫として利用。

烏山民俗資料館の民具資料を収蔵。 民俗

民俗

歴史
考古
民俗

人骨
考古

歴史

民俗
歴史

考古

歴史
考古
民俗

考古
民俗

民俗

豊田地域の歴史資料、民具資料、考古
資料を有し、おもに歴史資料を活用した
地域の歴史と文化を紹介している。豊田
図書館の一部として設置されたもので基
本的に図書館施設（下関市立図書館の
設置等に関する条例）。

図
３
№

役割
（機能）

豊北 ⑪

⑬豊北

豊北

⑤

⑫

豊浦

地域区分

古人骨資料及び豊北地域の埋蔵文化財
資料を収蔵するプレハブ施設。

収蔵

歴史

考古

歴史

所　　　管

土井ヶ浜遺跡・
人類学ミュージアム

豊浦教育支所

豊田教育支所

菊川教育支所

下関市立歴史博物館

人類
考古
民俗

収蔵

民俗

概　　　要
主な収蔵品

（系統）

国史跡土井ヶ浜遺跡のガイダンス施設
であり、また日本で唯一の「人類学」を冠
した博物館。自然人類学を中心に考古
学、民俗学の各分野による学際的な博
調査研究と資料収集にもとづいた博物
館活動を行っている。

豊北歴史民俗資料館及び烏山民俗資料
館の民俗資料を収蔵する施設。資料収
蔵室に収蔵できない民具資料を⑭旧神
玉幼稚園（豊北町大字神田上）に移動。

収蔵

収蔵

歴史

収蔵

収蔵

収蔵

古文書および行政資料を収蔵する。

歴史

備　考

本事業完了後
廃止

本庁 収蔵

旧市内遺跡から出土した考古資料によ
り、弥生～古墳時代を中心とした地域の
歴史に関する博物館活動を行う。綾羅
木郷遺跡・梶栗浜遺跡・仁馬山古墳の
三史跡のガイダンス施設及び旧市内の
埋蔵文化財センター的な役割も併せ持
つ。

菊川地域で収集した民俗資料を収蔵し、
菊川図書館の一室に設置される（基本
的には図書館施設）。

菊川地域で収集した民俗資料及び下七
見遺跡出土品などの埋蔵文化財資料を
収蔵するプレハブ施設。

豊北

豊浦

菊川

⑧

⑥

⑨

⑦

豊北 ⑮

④

⑯

豊浦地域の埋蔵文化財資料を収蔵する
プレハブ施設。

人骨
考古
民俗

菊川

豊田

豊浦

文化財保護課

②

③

①

本事業完了後
廃止

旧市内の埋蔵文化財発掘調査に伴う考
古資料および発掘調査器材を収蔵す
る。近代化遺産としての文化財的価値に
鑑み、恒久的保存を念頭にその他施設
との供用を検討。

平成28年11年18日オープン。長府博物
館でこれまで行っていた活発な資料収
集、調査研究、展示活動を引き継ぎ、さ
らに充実した博物館活動を行う。なお、
長府博物館は歴史博物館で行う普及活
動等の拠点として活用される。

プレハブ施設
（人類学研究棟等）
本事業完了後廃止

本庁

本庁

表１　土井ヶ浜整備事業に関連する主要施設の一覧
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②考古博物館

③安岡考古資料室

【主な収蔵品】考古資料

【主な収蔵品】考古資料

①歴史博物館 【主な収蔵品】歴史資料

【本庁地区】

図４　下関市の博物館、資料館、文化財収蔵施設の状況

【本庁地区】
①歴史博物館
②考古博物館
③安岡考古資料室

【豊浦地区】
④烏山民俗資料館
⑤川棚公民館
⑥埋蔵文化財収蔵庫（高野倉庫）

【菊川地区】
⑦菊川民具収蔵庫
⑧菊川図書館内郷土資料室

【豊田地区】
⑨豊田文化財資料室
⑩豊田ホタルの里ミュージアム

【豊北地区】
⑪土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム
⑫埋蔵文化財調査室（旧豊北トクセン）
⑬資料収蔵室（旧豊北第二中学校）
⑭旧神玉幼稚園
⑮豊北歴史民俗資料館
⑯旧田耕小学校

図３　下関市にある博物館と資料館、および資料収蔵施設
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⑦民俗資料収蔵庫

⑤川棚公民館

【主な収蔵品】考古資料、民俗資料

１階

【主な収蔵品】歴史資料

【豊浦地区】

【菊川地区】

⑧菊川図書館内郷土資料室 【主な収蔵品】民俗資料

第２倉庫

⑥埋蔵文化財収蔵庫（高野倉庫） 【主な収蔵品】考古資料

第１倉庫

＊④烏山民俗資料館の資料は、豊北地区の資料収蔵室（旧豊北第二中
　　学校）と旧田耕小学校にて保管。

１階倉庫① １階倉庫②

2 階

⑨豊田文化財資料室 【主な収蔵品】考古資料、民俗資料、歴史資料

【豊田地区】

図４　下関市の博物館、資料館、文化財収蔵施設の状況（続き）

＊⑩豊田ホタルの里ミュージアムは自然史標本を中心に収蔵しており、
　文化財は収蔵していない。
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図４　下関市の博物館、資料館、文化財収蔵施設の状況（続き）

⑬資料収蔵室（旧豊北第二中学校）

⑫埋蔵文化財調査室（旧豊北トクセン）

【主な収蔵品】考古資料、民俗資料、歴史資料

旧校舎 旧体育館

【主な収蔵品】古人骨資料、考古資料

１階 ２階

⑭旧神玉幼稚園 【主な収蔵品】民俗資料

⑯旧田耕小学校 【主な収蔵品】民俗資料

第２収蔵庫

⑪土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム 【主な収蔵品】古人骨資料、考古資料、民俗資料

第１収蔵庫

【豊北地区】

⑮豊北歴史民俗資料館 【主な収蔵品】民俗資料、歴史資料

収蔵庫① 収蔵庫②
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図５　下関市の文化財・博物館収蔵施設における専用収蔵庫の比率

図６　土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージア
　　　ムにおける施設の不調・故障件数
　　　の推移

図７　土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムの   
　　　来館者アンケートの結果

図８　土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージア
　　　ムの来館者数の推移

図９　土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム
　　　の月別の来館者数の推移

6,941㎡
（89%）

830㎡
（11%）

文化財専用収蔵庫

温湿度管理ができない施設

○文化財専用収蔵庫（歴史博物館、考古博物館、土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム、豊北歴史民俗資
　料館）は全体の１割程度で、多くの資料が温湿度管理ができない施設で保管されている。

　（事例）古人骨の収蔵状況
　・旧民間施設のプレハブを利用
　・夏季は気温 40℃、湿度 90％に達する

0

5
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H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

10 件 10 件

17 件 17 件

施設の不調・故障件数
（漏水、電気設備、空調設備、防災設備、展示設備等）

質問「人類学ミュージアムに不足しているものは？」
への回答（平成 24 年度から平成 28 年度）

展示内容
展示品数

（106 件）

看板・標識
（23 件）

オリジナルグッズ
の販売（23 件）

館内設備（12 件）

○施設の不調・故障件数は増加傾向にある。 ○展示内容や展示品の充実が必要と答えた人が多い。
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2018（平成 30）年３月

編集・発行　　下関市教育委員会


